


















◇平成26（2014）年度上半期（ 4 / 1 ～ 9 /30）の具体的活動
⑴ 平成26年度　愛知大学国文学会開催
日時：平成26年 6 月 7 日（土）11：00～13：00























































心理学談話会は年 8 回の開催を基本とする。うち 6 回は本学心理学
コースの教員 6 名が 1 回ずつ研究発表を行い、他の 2 回は学外の研究者
を招いて行う。 8 回中 3 回は一般公開とする。また、心理学談話会で発
表した内容は原則として文学論叢に投稿することとしている。
2014年度上半期（2014. 1 . 1 ～2014. 9 .30）の活動状況
2014年度の前半は以下の 3 回を開催した。
第 7 回　2014年 4 月21日（月）「高齢者介護施設従事者の高齢者への
関わり方と大学生が抱く高齢者観の諸相に関する調査報告」講師：
鎌倉利光（文学部准教授）於：愛知大学豊橋キャンパス
第 8 回　2014年 5 月19日（月）「サクラを使わない社会的同調実験に
よる同調要因の検討～顔記憶課題を用いて～」講師：井藤寛志（文
学部助教）於：愛知大学豊橋キャンパス








①　 4 月19日（土）　豊橋校舎研究館第 1 ・第 2 会議室
　　　「中国の大学における日本語口頭発表の指導」
　　　　　　　　小池保利（元北京聯合大学日本語講師）
②　 5 月10日（土）　豊橋校舎研究館第 1 ・第 2 会議室
　　　「戦時期日本の対タイ宣伝」
　　　　　　　　加納　寛（愛知大学国際コミュニケーション学部教授）
③　 5 月31日（土）　豊橋校舎研究館第 1 ・第 2 会議室
　　　「 7 ～ 9 世紀のアイリシュ系写本と英国系写本について」
　　　　　　　　田本健一（愛知大学国際コミュニケーション学部教授）
④　 6 月21日（土）　豊橋校舎研究館第 1 ・第 2 会議室
　　　「英語分裂文を探る」
　　　　　　　　北尾泰幸（愛知大学法学部准教授）
⑤　 7 月12日（土）　豊橋校舎研究館第 1 ・第 2 会議室
　　　「韓国の現代作家・李外秀の作品世界」
         　　　　　田川光照（愛知大学経営学部教授）


















9 月20日土曜日、ワークショップ『社会学 X 遠藤一郎――アート界に
旋風を巻き起こすモバイルソーシャリティの可能性』を、634教室で行っ
た。登壇者は、遠藤一郎（未来芸術家）、土屋葉、樫村愛子、中村英敏（コー
ディネーター）、吉野さつき。
世界的に活躍する、現代アーティスト遠藤一郎は、未来へ号で、日本
を走り回り、GPS で軌道を字にしたり、匍匐前進をしたり、モバイルソー
シャリティをアートとしている。このアートを社会学的に見た場合の可
能性について議論した。
学内外からの聴講があり、映像録画も行った。
座談会の後、連凧づくりを参加者で行い、グラウンドで連凧上げを行っ
た（未来龍愛知大学大空凧）。また、「未来へ号」へのアートペイティン
グも行った。
